
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

皆様は「放射線」にどのようなイメージをお持ちでしょうか?医療では放射線のうち主にＸ線が診療に使われています。  Ｘ線はどのように発見され、なぜ現在のように医療でも広く使われるようになったのか?3 人の先人の足跡を辿りながら考えてみましょう。 

【基調講演】小縣 裕二                    森ノ宮医療大学 教授     【司会】      学⾧ 荻原 俊男                      
 

 
 
 
 
 

プログラム  
基調講演 診療放射線学の進歩 森ノ宮医療大学 教授                     小縣 裕二 
講演Ⅰ 放射線診断の進歩 大阪急性期・総合医療センター 医療技術部 部⾧          船橋 正夫 
講演Ⅱ 放射線治療の進歩 近畿大学病院 技術部 部⾧                            奥村 雅彦 
講演Ⅲ 放射線診療と看護 大阪急性期・総合医療センター 放射線看護認定看護師     佐々木 績子 

 
 
森ノ宮医療大学は、大阪市健康増進計画 ｢すこやか大阪 21｣の趣旨に賛同し、｢すこ やかパートナー｣として活動しています。

 
森ノ宮医療大学 
大学経営企画室/地域連携センター 
森川・寺脇  ☎ 06-6616-6911(代) 

問い合わせ先 

 
森ノ宮医療大学は、相愛大学・住之江区役所と連携し、
健康をテーマに“咲洲あいのもり”プロジェクトを推進し
ています

日時 2019 年 6 月 16 日(日)  10:00～11:50（9:30 受付開始） 
場所 森ノ宮医療大学 東棟 1 階 コスモホール 
定員 300 名（先着順） 事前申込不要 無料 

 “咲洲あいのもり“プロジェクト  すこやかパートナー 

〒559-8611 大阪市住之江区南港北 1-26-16 http://www.morinomiya-u.ac.jp/  大阪メトロ中央線コスモスクエア駅  ②番出口 徒歩 1 分 

 
診療放射線学科

（仮称・構想中） 

誕 生 

2020 年 4 月 


